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.別所上手地区で道祖神まつり

今年も「道祖神まつりJが、市内の農
村部を中心に行われました。別所温泉の

上手地区では、長い間途絶えていました

が、 6年ほど前から復活。 2月 7H、18

人の子どもたちは自慢のわら馬を引きな

がら、地区内を練り歩きました。道祖神

の前では近くの人たちが集まり、「家内安

全Jなどをキ斤っていました。
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-一般会計決算

財産収入
41;意7，676万円
(2.1%) 

分担金及び負担金
7億138万円(3.1%)

県支出金
11億3，030万円
(5.1%) 

地方受付税
12億9，883万円
(5.8%) 

使用料及び手数料
3億3，416万円
(1.5%) 

繰越金
2憶8，018万円(1.2%)

地方譲与税
2億4，394万円(1.1%)

その他
3億4，330万円(1.5%)

自主財源

依存財源

歳出規模は219億円

衛生費

議会費
2億7，002万円
(1.2%) 

12億2，468万円
(5.6%) 

グラフで見る

市の家計簿

昭和61年度一般会計、特別会計、公営企業

会計の決算が市議会において認定になりまし

たので、その内容を公表します。

一般会計は、収入総額223億2.774万円、支

出総額219億1.787万円で、差し引き 4億 987

万円の黒字決算で終了し、これを次年度へ繰

り越しました。前年度と比較すると、収入総

額では2.85%、支出総額では2.29%の増とな

りました。

特別会計は、各会計とも計画どおりの執行

で、黒字で決算を終了しました。なお、農業

集落排水事業については、差し引き Oで終了

し、老人保健事業については、差し引き不足

額を翌年度繰上充用金で補てんしました。

公営企業会計は、独立採算を目途に努力し、

黒字決算で終了しました。

住)万円未満は四捨五入しであります。

-住民負担
人口 117.050人

世帯数 36.797世帯

(62.3.31現在〉

広報うえ万63.2.16 [2] 
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主
な
使
い
み
ち I 総務費 や|

b長野大学学科新設に補助・..7，000万円
b共同集会施設の整備・........3，449万円
b神)テレコム・ユー出資金…3，300万円

lJ 民生費.
b生活保護費...・H ・..……4億4，144万円
b児童手当の支給……… 1億4，238万円
bデイ・サービスセンター建設

・・・9，585万円
b同和対策環境改善事業……5，634万円
b川辺町児童センター建設…5，264万円

I-農林水産業費 I 
b農業バイオセンタ一建設

一1億2，140万円
b土地改良事業補助金… 1億 741万円
b農村総合整備モデル事業

..1億 156万円
b非補助土地改良事業...・H ・..9，901万円

b中小企業融資預託金…14億1，307万円
[>商工会議所建設に補助・・…・7，000万円
b商工業振興助成事業・・・・・….6，966万円

L-土不"
b道路改良舗装事業……8億3，900万円
b街路整備事業…………3億5，502万円
b市営住宅建設(建替)…2億5，009万円
b都市計画公園の整備…2億3，586万円
b国道バイパス関連建設事業

..2億1万円

J.教!育費 | 
b第六中学校新築事業…3億2，862万円
b第五中学校体育館の改修…4，450万円
b第二中学校校舎の改修……4，100万円
b上回城~t1:街呆存修理・・……・3 ， 180万円
b市営、県営野球場の改修…1，520万円

-特別会計決算 事業名
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支出済額収入済額

土地取得事業 2億7，057万円 1億5，384万円

塩固有線放送電話事業 5，545万円 5，129万円

国民健康保険事業 43億3，477万円 42億5，627万円

安通災害共済事業 3，575万円 3，543万円

福祉事業センタ一事業 1億2，054万円 1億1，824万円

※老人保健事業 38億 505万円 38億3，064万円

農業集落排水事業 1，868万円 1，868万円

同和地区住宅新築資金等貸付事業 6億 256万円 5億6，709万円

公共下水道事業 23億9，185万円 23億4，326万円

(合 計 ) 116億3，522万円 113億7，474万円

(各事業のあらましは、 4ページをご覧ください)

※老人保健事業の歳入歳出差し引

き不足額2，559万円は、翌年度繰

上充用金で補てん。

[3 ] 広報うえだ 63.2.16



土地取得事業 塩固有線放送電話事業 国民健康保険事業 1ト

-土地取得状況 -加入戸数 -加入状況

b件数 3 f牛 3，577戸 b世帯数 15，334世帯

b面積 3，427m' -通話交換回数 P被保険者数 36，613人

b金額 10，026回(1日平均) -保険給付状況

l 億5，384万円 t>件数 243，548件

t>費用額 38億7，981万円

~一二一:ァー「プ可十プ-~ 、~ 協寸 三下、i -受診率

年間 1人当たり 6.3件

-高額療養費給付状況

交通災害共済事業 老人保健事業 b件数 4，4771'牛

-加入状況 -医療受給者の状況
b給付額 2億7，820万円

-老人保健拠出金の状況
t>加入者数 b受給者数

b老人保健対象者 5，765人
103，270人 10，124人 (年平均)

b共済掛金収入 (受給者割合8.6%)
t>拠出金額 10億405万円

2，541万円 -医療費給付状況

-見舞金支給状況 b件数 169，743イ牛

b件数 498件
b費用額 |農業集落排水事業!、

b支給額 3，021万円
37億8，975万円

公共下水道事業
-実施状況

¥ 蝉 二!吋 ¥ にl -普及状況 下組地区農業集落排

b処理区域人口 水事業基本設計、実

b確認申請戸数 施設計委託料

福祉事業センタ一事業 i
同資和金地等区貸住付宅事新業築

ト¥ b使用可能戸数

b利用率
-利用状況

b利用実人員 92人 -貸付状況
16億4，083万円

b作業工賃 b件数 60件

6，096万円 b貸付額
-処理場維持管理費

(総額) 2f:意6，050万円

¥ -t M ¥一一_"_"二 Lこで¥l



3・
一間
圏
一題聾久佐

路線発表が間近

去
る
二
月

一
日
に
は
、
上
田
市
内

に
日
本
道
路
公
団
東
京
第
二
建
設
局

上
田
工
事
事
務
所
(
中
央
四
)
と
県

上
田
高
速
道
事
務
所
(
天
神
二
)
が

設
置
さ
れ
、
今
後
の
建
設
に
当
た
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
「
路
線
発
表
」
に
つ
い
て
も
、

一一
月
二
十
五
日
に
予
定
さ
れ
、
い
よ

い
よ
上
田
市
に
も
高
速
道
路
建
設
の

っ
ち
音
が
聞
こ
え
る
の
も
間
近
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら

一
連
の
作
業
が
他
に
例
を

見
な
い
ほ
ど
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
き
た
の
は
、
関
係
地
域
な
ら
び
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
が
実
っ

た
結

果
で
あ
り
、
今
日
ま
で
の
ご
協
力
に

対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

上
岡
市
発
展
の
た
め
に

上
信
越
自
動
車
道
の
整
備
は
、
上

田
市
の
産
業
経
済
の
発
展
や
教
育
文

化
の
向
上
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
社
会
資
本
の
整
備
で
す
。
早
期
供

用
開
始
の
か
ぎ
は
今
後
、
貴
重
な
土

地
の
ご
提
供
を
い
た
だ
く
沿
線
の
地

権
者
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
不
可
決
で
す
。

市
で
は
、
上
田
市
農
協
高
速
道
対

策
委
員
会
と
と
も
に
十
分
な
対
応
を

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

上
信
越
道
の
早
期
建
設
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策

課
(
内
線
3
6
9
)

市
民
が
こ
ぞ
っ
て
、
早
期
建
設
と

供
用
開
始
を
期
待
し
て
い
る
上
信
越

自
動
車
道
(
関
越
自
動
車
道
上
越
線
Y

佐
久
|
更
埴
問
に
つ
い
て
は
、
六
十

一
年
一
月
の
「
整
備
計
画
」
決
定
以

来
、
日
本
道
路
公
団
で
精
力
的
に
路

線
の
選
定
作
業
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
上
信
越
自
動
車
道
建
設
に
関
す

る
現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

道
路

A団
、
県
の

事
務
所
が
開
設

2月1日には道路公団の上田工事事務所

(写真上)と県の高速道事務所(同下)が設

置されました。

春
の
火
災
予
防
運
動

2
月
初
日

1
3月
日
日

消
え
た
か
な
/

気
に
な
る
あ
の
火

も
う
一
度

何
か
と
火
を
使
う
こ
と
の
多
い
こ

の
時
期
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
火
の
用
心
は

大
丈
夫
で
す
か
。
少
し
で
も
気
に
な

っ
た
ら
火
の
元
を
確
か
め
る
|
|
こ

う
し
た
日
ご
ろ
の
努
力
が
生
命
と
財

産
を
守
り
ま
す
。

今
年
の
標
語
は

「
消
え
た
か
な
/

気
に
な
る
あ
の
火
も
う

一
度
」
で
す
。

H

火
の
用
心
。

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

広報うえだ 63.2.16[5 ] 



就
職
・
退
職
な
ど
の
か
た

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

-問い合わせ国保年金課(内線282)

こ
れ
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
卒
業
・

就
職
・
進
学
・
退
職
な
ど
で
市
役
所

へ
の
い
ろ
い
ろ
な
届
け
出
が
多
く
な

る
時
期
で
す
。

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
に
関
す

る
届
け
出
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

届
け
出
を
怠

っ
た
た
め
に
病
気
や
け

が
を
し
て
も
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
忘
れ
ず
に
国

嗣
間
同
幽
凪
関
門
出
国
岡

あ
る
日
突
然
、
私
た
ち
の
生
活
を
襲
う
病
気

や
け
が
。
だ
れ
も
好
ん
で
病
気
や
け
が
を
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
多
額

の
医
療
費
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
は
、
こ
ん
な
と
き

の
た
め
に
、
ふ
だ
ん
加
入
者
(
被
保
険
者
)
が
、

国
民
健
康
保
険
税
(
保
険
税
)
と
い
う
形
で
お

金
を
出
し
合
っ
て
お
き
、
こ
れ
に
固
か
ら
の
補

助
金
な
ど
を
加
え
て
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し

よ
う
と
い
う
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
い
た

制
度
で
す
。

国
保
は
、
だ
れ
も
が
平
等
に
医
者
に
か
か
る

こ
と
が
で
き
、
健
康
で
明
る
い
社
会
の
発
展
を

目
指
そ
う
と
い
う
、
国
の
基
本
的
な
医
療
制
度

の
一
つ
で
す
。

保
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

4
 

加
入
と
脱
退

-
国
保
に
加
入
す
る
日

マ
会
社
(
の
健
康
保
険
)
を
や
め
た

日
(
退
職
し
た
日
の
翌
日
)

マ
上
田
市
へ
転
入
し
た
日
(
会
社
な

ど
の
健
康
保
険
へ
加
入
し
て
い
な

い
場
合
)

マ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
日

マ
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な

っ
た
日

ー

ー
な
ど
、

事
実
が
発
生
し
た
日
で

す
。
で
す
か
ら
届
け
出
の
日
が
遅
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
加
入
日
は
事
実

発
生
の
時
に
さ
か
の
ぼ
り
、
保
険
税

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

-
国
保
を
脱
退
す
る
日

ママ マ
死転 上 日・な会
亡出田 ど社
しし市 のな
たたか 健ど
日日ら 康に
のの他 保就
翌・翌・の 険職
日・日・市 にし
同丁 力日
村入そ
な しの
ど た会
へ 翌・社

マ
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
日
な
ど
で
す
。

特
に
、
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
へ

加
入
し
た
時
、
届
け
出
が
遅
れ
る
と

保
険
税
は
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
う

っ
か
り
国
似
の
保
険
証
で

受
診
す
る
と
、
あ
と
で
国
保
か
ら
そ

の
医
療
費
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
め
ん
ど
う
な
こ
と
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
日
も
早
く

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

広報うえだ、63.2.16(6] 

-
届
け
出
は
M
日
以
内
に

国
保
に
加
入
し
た
り
、
脱
退
し
た

時
の
手
続
き
は
、
十
四
日
以
内
に
す
る

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

d
 

国
保
に
加
入
す
る
と

一
世
帯
に

一

枚
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

退
職
被
保
険
者
(
別
項
参
照
)
の

か
た
に
は
、
⑧
保
険
証
が
別
に
交
付

さ
れ
ま
す
。

マ
有
効
期
限
は
六
月
三
十
日

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
六

月
三
十
日
ま
で
で
す
。
七
月

一
日
か

ら
は
、
新
し
い
保
険
証
で
受
診
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

更
新
を
受
け
な
い
保
険
証
は
失
効
し
、

使
え
な
く
な
り
ま
す
。

マ
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た
ら

保
険
証
の
交
付



大
学
な
ど
、
学
校
へ
通
う
た
め
上

田
市
か
ら
他
の
市
町
村
へ
住
所
を
移

し
て
生
活
す
る
場
合
に
は
、
②
の
保

険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

マ
⑨
保
険
証
の
交
付

マ
在
学
証
明
書
、
入
学
通
知
な
ど

学
校
へ
通
っ
て
い
る
証
明
書
マ
国

保
の
保
険
証
マ
印
鑑
|
|
;
を
ご
持

参
の
う
え
、
市
民
課
ま
た
は
支
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
し
写
い

4

学
校
を
卒
業
す
る
な
ど
し
て
会
社

な
ど
に
勤
め
、
そ
こ
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
か
た
は
、
国
保
を
脱
退
す

る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

マ
社
会
保
険
資
格
取
得
証
明
書
(
用

紙
は
市
民
課
ま
た
は
支
所
)
を
会

社
な
ど
で
書
い
て
も
ら
い
、
国
保

の
保
険
証
(
ま
た
は
国
保
の
②
保

険
証
)
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

4
 

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
そ
こ
の
健

康
保
険
を
や
め
た
と
き
は
、

「任
意
継

続
」

(
別
項
参
照
)
を
し
な
い
限
り

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
(
用

紙
は
市
民
課
ま
た
は
支
所
)
を
会

退
職
し
た
ら
・
:

社
な
ど
で
書
い
て
も
ら
い
、
印
鑑

と

一
緒
に
ご
持
参
の
う
え
、
国
保

加
入
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
は

(
な
お
、
既
に
同

一
世
帯
で
国
保

加
入
者
が
い
る
場
合
は
国
保
の
保

険
証
も
必
要
で
す
)

退
職
者
医
療
制
度
に
加
入

長
年
勤
め
た
会
社
や
役
所
な
ど
を

退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
、
厚
生
年

金
な
ど
の
被
用
者
年
金
-を
受
け
て
い

る
七
十
歳
未
満
の
か
た
、
お
よ
び
そ

の
扶
養
家
族
の
か
た
(
七
十
歳
未
満
)

は、

「退
職
者
医
療
制
度
」
の
も
と
で

医
療
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

d
 

次
の
一二

つ
の
条
件
の
す
べ
て
に
当

て
は
ま
る
か
た
は
、
退
職
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

①
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。

②
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
の
被

用
者
年
金
制
度
(
国
民
年
金
は
除

く
)
か
ら
老
齢
(
退
職
)
年
金
の

支
給
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

年
金
の
加
入
期
間
が
原
則
と
し
て

二
十
年
以
上
、
ま
た
は
四
十
歳
以

後
の
加
入
期
間
が
十
年
以
上
あ
る

こ
と
。

③
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

ど
ん

な?
が
か

d
 

退
職
者
医
療
制
度
の
も
と
で
は
、

扶
養
家
族
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
扶
養
家
族
に
な
る

-
i
l
国
保
一
口
メ
モ
①

i
i

V

-

E

-

事
業
主
が
負
担
し
て
い
た
分
ま
で
自
継
続
療
養
の
場
合
は
、
任
意
継
続
と
一

任
意
J
炉

と

己

負

担

と

な

り

ま

す

。

異
な
り
、
特
定
の
疾
病
に
し
か
適
用
一

一

隆

売

震

霊

マ

期

間

は

一
般
に
は
二
年
間
で
す
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
国
保
に
加
入
し
一

…

i
i
t
-
-
:

が
、
五
十
五
歳
以
上
で
退
職
し
た
場
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

'
似
た
よ
う
な
言
葉
で
す
が
中
味
は
合
は
二
年

間

か

六

十

歳

ま

で

の

期

間

マ

期

間

は

い

つ

ま

で

一

一

異

な

り

ま

す

。

か

、

ど

ち

ら

か

長

い

方

に

な

り

ま

す

勺

健
康
保
険
に
加
入
中
に
発
病
な
ど
し
一

一
・
任
意
継
続
と
は

マ
国
保
か
任
意
継
続
か
の
選
択
は
、
た
も
の
で
、
そ
の
初
診
の
日
か
ら
五
一
行

こ
の
制
度
は
、
会
社
の
健
康
保
険
国
保
の
税
金
と
比
べ
た
り
、
給
付
(
国
年
間
は
継
続
し
て
医
療
の
給
付
を
受
一

J

一

に

加

入

し

て

い

た

か

た

が

、

退

職

の

保

は

七

割

、

任

意

継

続

は

九

割

)

の

け

ら

れ

ま

す

。

一

・

6

一
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
手
続
き
を
し
割
合
を
勘
案
し
て
判
断
し
て
く
だ
さ

マ
保

険

料

は

…

万

一

て

、

今

ま

で

加

入

し

て

い

た

健

康

保

い

。

保

険

料

は

納

付

す

る

必

要

は

あ

り

ま

一

三

つ

一

険

に

引

き

続

き

加

入

で

き

る

制

度

で

・

継

続

療

養

と

は

せ

ん

。

(

し

か

し

、

国

保

の

保

険

税

…

泊

一
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
は
、
今
ま
で
マ
必
ず
国
保
に
加
入
す
る
は
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
)
一
ト
一
7
f

な
い
こ
と
。
(
七
十
歳
未
満
で
、
「
ね

た
き
り
老
人
」
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
か
た
)

扶
養
家
族
に

な
れ
る
か
だ

と
、
入
院
の
場
合
の
自
己
負
担
は
二

割

(
一
般
国
保
は
三
割
)
で
済
み
ま

す
。
被
扶
養
者
の
認
定
基
準
は
、
次

の
三
つ
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
場
合
で
す
。

①
退
職
被
保
険
者
と
同
じ
世
帯
に
属

し
て
い
る
三
親
等
内
の
親
族
で
あ
る
。

②
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て

生
活
し
て
い
る
人
で
、
年
収
は
お
お

む
ね
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
の
認
定

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

③
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い

な
し
。

マ
年
金
証
書

マ

被
扶
養
者
届
書

マ
国
保
の
保
険
証

マ
印
鑑
な
ど
が

必
要
で
す
。
(
詳
し
く
は
国
保
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

-
届
け
出
の
方
法
は

退
職
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
扶
養

家
族
の
認
定
を
受
け
る
に
は



冒・・

苦
し
い
国
保
の
台
所

保
険
税
の
完
納
に
ご
協
力
を

国
保
は
、
み
な
さ
ん
が
お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
た
と
き
の
費
用
の
七
割

(
退
職
被
保
険
一者
の
か
た
は
八
割
)
一
を

負
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
お
金
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納

付
し
て
い
た
だ
い
た
保
険
税
と
国
か

ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
、
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、

一
人
で
も
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
、
阿
国
保
の
財
政
は
さ
ら

に
苦
し
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

じ
め
に
保
険
税
を
納
め
て
い
る
か
た

に
も
、
大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
六
十

一
年
に
法

律
が
改
正
さ
れ
、
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
る
か
た
に
対
し
て
、
厳
し
い
措

置
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
滞
納
す
る
と

園

一

こ
う
な
り
ま
す

4

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
次
の
よ
う

な
措
置
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
ま
す

災
害
な
ど
、
政
令
で
定
め
ら
れ
た

特
別
な
事
情
も
な
い
の
に
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
保
険
証
を
返
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
発
行

前
記
①
で
保
険
証
を
返
し
て
い
た

だ
い
た
場
合
は
、
保
険
証
の
か
わ
り

に
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
を
お

波
し
し
ま
す
の
で
、
こ
の
証
に
よ

っ

て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
た
だ
し
、
こ
の
証
で
医
療
を
受
け

た
時
は
、
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
い

っ
た
ん
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
後
日
申
請
に
よ
り
そ

の
七
割
、
ま
た
は
八
割
を
国
保
か
ら

返
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
)

③
お
年
寄
り
な
ど
は
除
外

七
十
歳
以
上
の
老
人
保
健
制
度
で

お
医
者
さ
ん
へ
か
か
る
か
た
や
、
厚

生
省
令
で
定
め
る
公
的
医
療
を
受
け

て
い
る
か
た
な
ど
に
は
、
今
ま
で
ど

お
り
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

④
保
険
証
の
再
交
付

被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交
付
さ

れ
て
い
た
か
た
が
保
険
税
を
完
納
し

た
時
や
、
滞
納
額
が
減
少
し
完
納
の

見
通
し
が
つ
い
た
時
、
あ
る
い
は
、

政
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
生
じ

た
と
き
な
ど
に
は
、
あ
ら
た
め
て
保

険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

⑤
保
険
給
付
が
差
し
止
め
ら
れ
る

1
!
国
保
一
口
メ
モ
②
:

保
と
し
て
は
治
療
費
を

し

凡

て

科

え

し

一

国

保

と

交

通

事

故

た

こ

と

に

な

り

ま

す

の

で

、

あ

と

で

一

加
佐
打
者
に
そ
の
立
て
称
え
分
を
訪
米
国
保
係
へ
も
届
け
出
(
第
三
者
行
為
一

一
・
医
療
費
は
加
害
者
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

に
よ
る
傷
病
届
)
を
し
て
く
だ
さ
い

。
一

一

万

一
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者

か

・

国

保

係

に

も

届

け

出

を

・

目

撃

者

を

捜

す

一

一
ら
傷
害
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
医
療
も
し
国
保
の
係
が
、
交
通
事
故
な
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、
次
一

一
費
は
加
害
者
が
全
額
負
担
す
べ
き
も
ど
に
よ
る
傷
害
を
知
ら
な
い
で
い
た
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
の
で
す
。
(
被
害
者
に
軍
大
な
過
失
ら
、
加
害
者
に
対
す
る
請
求
が
で
き
①
加
害
者
の
住
所
、
氏
名
、
勤
め
先
一

一
が
あ
れ
ば
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
判
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
支
払
な
ど
を
明
確
に
し
て
お
く
。

…

断

さ

れ

ま

す

)

つ

て

は

な

ら

な

い

医

療

費

を

支

払

う

②

自

動

車

の

ナ

ン

バ

ー

な

ど

を

覚

え

一

と
こ
ろ
が
、
加
害
者
に
治
療
費
を
こ
と
に
な
り
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
医
て
お
く
。

一
支
払
う
お
金
の
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
療
費
を
無
駄
使
い
す
る
こ
と
に
な
り
③
目
撃
者
を
捜
し
て
お
く
。
'

一

な

ど

の

理

由

で

国

保

の

保

険

証

を

使

ま

す

。

④

示

談

は

慎

重

に

す

る

。

(

相

手

が

一

一
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
時
は
、
あ
や
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
、
簡
単
一

…

す

。

こ

れ

は

か

ま

い

ま

せ

ん

が

、

国

す

ぐ

に

警

察

に

届

け

出

る

と

同

時

に

、

に

応

じ

な

い

)

一

政
令
で
定
め
ら
れ
た
特
別
の
事
情

が
な
い
の
に
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、

国
保
ち
受
け
ら
れ
る
給
付
(
例
え
は

高
額
療
養
費
、
助
産
費
)
の
全
部
ま

た
は

一
部
に
つ
い
て
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
収
納
率
向
上
に
努
力

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
上

田
市
の
昭
和
六
十

一
年
度
の
保
険
税

の
収
納
率
は
県
内
で
下
か
ら
一一一
番
打

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ヶ
汚

名
。
返
上
の
た
め
、
今
年
度
厚
生
省

か
ら
「
収
納
率
向
上
特
別
対
策
」
市

に
指
定
さ
れ
、
努
力
を
払
っ
て
い
ま

仁

す。
市
民
の
み
な
さ
ん
方
も
、
い
ろ
い

ろ
事
情
の
あ
る
か
た
も
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
保
険
税
の
納
期
内
完
納

に
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

広報うえだ 63.2.16[8] 
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電話交換室 1271
上田気象連絡所(固22-2148
塩田有線放送所(固38-2664
市民税課長 1280
市民税第 一 係長 1281

11282 
市民税第一係 11283

¥1284 
市民税第二係長 1285
市民税第二係 1286
資産税課長 1290
資産税係長 1291

11292 
資産税係 11293

¥1294 
家屋評価係長 1295
家屋評価係 1296
収税課長、

) 1300 収税係長ノ

11301 
係，1302 
¥1303 

管理係長 1304
管理係 1305

収 税

民生部

民生部

市民課
庶務係

庶務

市民第一係

市民第二係

長 1350
長 1351

2)m 
Z)間
11354 

市民第一係 11355
¥1356 

市民 第二係 1357
交通災害共済 1358
自治会ルーム 1359
国保年金課長 1360
国民健康保険係長 1361

1362 
国保係 (1363

国民年金係長 1364

年金係 (1365
1366 

保健予防課長 1370
庶務係長 1371
庶務係 1372
保健係長 1373
保健係 1374

所属名 T丙線
保健相談室長 1375
保健婦 1376
リハビリ訓練室 1377
健康相談室 1378
調理実習室 1379
検診室 1380
第一内科検診室、

~) 1381 
第二内科検診主ノ
霊園事務所 (副22-9349

生活環境課長 1385
環境指導係長 1386
環境指導係 1387
公害係長¥

生活係長I1388 
市民相談室長/

公害係 1389
生活係 1390
市民相談室、
一)1391 

交通事故相談室/

高年齢者職業相談室 1392 
環境行動班 1393
清掃事務所

) 1394 
上田クリーンセンター

(面22-0666

商工部

商工部長 1400
商工課長 1401
商工相談所長

) 1402 
商工振興係長

商工振興係 1403
企業立地係長 1404
企業立地係 1405
労政課長 1410
労政係長 1411
労働福 祉係 1412
上田勤労者福祉センター1415

(面24-7363
(固27-2988
(酎22ー 7117
長 1420
長 1421
係 1422
(回25-4403
館 1430
(固22-0762

公園管理事務所 1435
総合展示館 (面23-3216

働く婦人の家

勤労青少年ホーム
観光課

観光係
観光

観光会館

市民会

農政部
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長

長

長

係

長

係

長

部

課

係

係

係
務

興

政

林

務

興

務

農

農

庶

庶

振

振

林

(直)はNTTの直通電話
所属名 |内線
林務係 1457
農業改良普及 所 1458
別所温泉森林総合セ ンター

(酎38-2626
森林組合 1459

(国27-8266
土地改良課長 1470
管理係長 1471
管 理係 1472
技術第一係長、

) 1473 
技術第 二 係長ノ

技術第一係 1474
技術第二係 1475
技術第一係、

) 1476 
技術第二係ノ

上田地区土地改良連合

事務局 (商25-1658
農村整備課長 1480

1481 
計画調査係(

1482 
総合整備係 1483
農村環境改善センター

(国35-2840
農業委員会事務局長 1490
農 地係長、

) 1491 
農政係長ノ

農地係
) 1492 

農政係

上小農業共済組合
(固35-3333的

建設部

建設部長 1500
管理課長 1501
庶務係長 1502
庶務係 1503
住宅係長 1504
住宅係 1505
管理係長 1506
管理係 1507
土木課長 1510
土木第 一 係長 1511
土木第一係 1512
土木第二係長 1513
土木第 二 係 1514
工事係 1515
都市計画課長 1520
調査計画係長、

) 1521 
都市施設係長ノ

都市開発係長 1522
都市計画係 1523
都市施設係 1524
下水道課長 1530
建設係長 1531
普及係長 1532
普及係 1533) ( 
建設係 1534
下水浄化センター(酪7-6327

※10ページヘ続く
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tEi
唱

EA

一

長

長

係

長

係

係

名

課

属

築課

築係

築

指導

査

導

交通対策局

交通対策局長 1550
交通対策課長 1551
交通対策係長 1552
高速交通係長 1553
国道バイパス課長¥

庶務用地係長 11560
事業係長/

庶務用地係1
) 1561 事 業係ノ

社会部

社会部長、) 1600 
福祉事務所長ノ

福祉課長 1601
福祉係長 1602

1603 
福祉係(

1604 
(国24-9423

庶務係長 1605
庶務係 1606
家庭児童相談専用電話

(画23-2000
家庭児童相談係長 1607
家庭児童相談係 1608
母子療 (固22-8314
点字図書館(固22-1975
社会課長

) 1620 
高齢者婦人係長

1621 
高齢者婦人係(

1622 
医療給付係長 1623
医療給付係 1624
塩田母子健康セ ンター

(画38-3149
相染閣(回38-2100
保育課長 1630
保育係長

) 1631 
施設係長
保育係 1632
施設係 1633
同和対策課長 1640
同和対策係長 1641
同和対策係 1642
福祉事業センター
西塩田事業所 (闘38-2782
中塩田事業所 (酎38-2614
川西事業所(嗣31-2041
報恩寮(固22-0882
高齢者福祉センター

) 1645 
デイ・サービスセンター

(固22-4119
産院(国22-1573附
乳児院(国27-4408
川西社会福祉センター

(固22-5004

所属名 1丙線
しいのみ園 (固27-3166
塩田解放会館 (面38-6883
城南解放会館 (酎27-7618
中央解放会館、
部落解放同盟上田市協議会j

(国24-7546
上田市社会福祉協議会 1646

(酎27-2025
相談室 (周辺-3082

支所関係

豊殿支所 (面35-2939
塩田支所 (画38-3000~内
川西支所 (回31-2002(1切

会計課
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調査

銀行出張

選挙管理委員会事務局
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時
長
局

委会

局

ロ

貝
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委

務
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務

時
{
呂挙選

事

事

監査委員事務局

局

委忽巧マT
q

務

査

事

事

監

長 1680
局 1681
員 1682

教育委員会

長 1700
長 1701

2)附
1703 
係(
1704 

学校教育課長 17.10
施設係長 1711
施設係 1712
学務係長 1713
学務係 1714
社会教育課長 1720
社会教育係長 1721
文 化 係長 1722
勤労青年学校 (酎22-2666
青少年課長 1730
青少年係長 1731
青少年係 1732
青少年相談専用(固22-8080
同和教育課長
同和教育係長)1740 

同和教育係 1741
体育課長 1750
体育振興係長 1751
体育振興係 1752

次

課

係

育

務育

務

務

教

教

庶

庶

庶

※小学校・中学校・保育園は省略しであります。

所一属 ~丙線
施設係長 1753
上田市体育協会 1754

(回27-9400
体育施設管理事務所

) 1760 
市民体育館

(国22-8699
勤労者体育センター 1760 

(国27-8750
市民の森スケート場

(回27-9396
わしば山荘1
市民の森体育館ノ

(画23-4577
自然運動公園管理事務所

(総合体育館) 1765 
(面38-7195

プール管理事務所

(面38-6200
フィールドアスレチ ック

管理事務所(面38-6202
水泳場(固24-9814
市営野球場 (固23-3294
県営野球場(酎23-3336
中央公民館

) 1770 
文化会館

(固22-0760
西部公民館(面27-7544
城南公民館(画27-7618
上野が圧公民館(副24-0659
塩田公民館 (固38-6883
川西公民館(固22-5004
図書館 1775 

(画22-0880
博物館(周辺-1274
信濃国分寺資料館

(副27-8706
山本鼎記念館 (面22-2693
第一学校給食センター

(固22-7084
第二学校給食センター

(固25-1287

市議会
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庶
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営

営

工

建

建

給

給

工

漏

倉

浄

泉

石

会議室

本庁舎

二階会議室 1900
三階会議室 1901
四階第 一会議室 1902
四階第二会議室 1903
四階第 三会議室 1904
六階会議室

(ホワイエ)1905 
南庁舎
五階第一会議室 1906
五階第二会議室 1907
五階第三会議室 1908
五階第四会議室 1909
五階第五会議室 1910
西庁舎二階会議室 1911

その他

売庖 1920
食堂 1921
市職員組合 1922

(固27-0200
市水道職員組合 1923
地下 二 階廊下 1924
印刷室 1925
職員厚生室 1926
ワープロ室 1927

消防関係

消防本部・中央消防署

圃22-2501(尚
南部消防署 (副38-7100
東北分署 (固36-2770
川西分署 (固31-2109
上小地域広域行政
事務組合事務局(酎23-2130

上回気象連絡所(国22-2148

広薮うえ万63.2. 16 (10J 



み
ん
な
コで
乗
っ
て

路
線
パ
ス
を
守
ろ
う

ー

l
赤
信
号
の
パ
ス
路
線
l

山
町
内
の
路
線
パ
ス
は
、
年
々
利
問

者
が
減
少
し
、
日
凶
・
山
町
・
山
か
ら
多

額
の
補
助
金
を
受
け
て
運
行
さ
れ
て

い
る
路
線
が
増
え
、
よ
う
や
く
運
行

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

路
線
パ
ス
の
不
桜
は
、
パ
ス
会
社

各
社
の
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
-

大
切
な
市
民
の
足

「路
線
パ
ス
」

っ
て
い
ま
す
。
五
十
八
年
の
旧
川
中

島
自
動
車

(引
川
中
島
パ
ス
)
の
行

き
詰
ま
り
に
続
き
、
最
近
で
は
千
由

パ
ス
の
経
営
権
委
譲
問
題
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
単
に
パ
ス
路
線
の
廃
止

だ
け
で
な
く
パ
ス
会
社
の
存
続
に
関

わ
る
よ
う
な
大
き
な
問
題
へ
と
発
展

上
町
市
で
も
他
の
例
に
も
れ
ず
、

近
年
多
く
の
路
線
パ
ス
が
廃
止
、
ま

た
は
統
合
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

パ
ス
は
、
市
民
み
ん
な
の
足
と
し

て
矢
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
パ

ス
路
線
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
機
会

あ
る
ご
と
に
パ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ

、「ノ-
問
い
合
わ
せ

線

3
6
9
)

揖

平均乗車密蝦度会社名 路線名 運 ff 区 間 運行回数

上 西丸子線 緑が丘西一下之郷一丸 子 2回 5. 6A( 2種)子

国 /1 下之郷一富士山一丸 子 8回 5.8人(2種)
ユ手てこ 豊殿線 上田駅一下郷一赤坂 9.5回 5.8人(2種)

i盈 金剛寺線 上回駅一金井一金剛寺 4回 4.2人(3種)糸

千パ
中仙道線 新田一大屋一岩村田 5.2人(2種)

曲ス
2.5回

)11ノ〈 「より躍)中 川 西線 大屋一上田駅一下半過 8.5回 へ力格中上げ努
鳥ス

(昭和62年度)
運行が危ぶまれる路線

交
通
対
策
課
(
内

(注 1)運行回数・・・1往復で 1~1 1 と数える。
(注2)平均乗車密度…起点から終点まで平均して何人

乗っていたかを表す。

(注3)第二種生活路線・・・平均乗車密度が5人以J-J5人
以ー卜で、1日の逆行副数が10副以下の路線。

u主4)第三種生活路線…平均乗車密度が5人未満のバ
スE各紙lで、3年を過ぎると補助金がストップ
し、廃止または代替ノ〈ス逆行になる路線。

a圃国防E司圏諸極姐唱:'iH@'"

普通タイヤにはき替えよう

粉じんはもうごめん

こ
の
冬
は
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装

着
率
が
大
幅
に
下
が
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
暖
冬
と

「
脱
ス

パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
運
動
」
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、

雪
の
な
い
道
路
が
二
か

月
以
上
も
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
削
ら

れ
、
粉
じ
ん
が
大
量
に
発
生
し
、
多

く
の
人
が
被
害
に
あ

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
雪
は
降
っ
て

も
す
ぐ
溶
け
て
し
ま
い
ま
す
。

一
日

も
早
く
普
通
タ
イ
ヤ
に
は
き
替
え
、

き
わ
や
か
な
春
を
迎
え
る
よ
う
、
ド

ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

取
い
し
ま
す
。

な
お
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
ヒ
ン

を
抜
く
と
、
夏
則
タ
イ
ヤ
と
し
て
使

則
で
き
ま
す
。
生
活
環
境
訟
で
ヒ
ン

抜
き
機
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
則
く
だ
さ
い
。

粉
じ
ん
清
掃
に
ご
協
力
を

一一
月
は
、
粉
じ
ん
が
い
取
も
多
く
発

生
す
る
月
で
す
。
山
で
は
、
道
路
治

制
車
に
よ
る
路
面
清
い
仰
の
ほ
か
、
自

治
会
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
清
川
し
た

粉
じ
ん
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
粉
じ
ん
の
被
害

を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
、
清
い
川
治

動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
生
川
環
境
謀
(
内

線

3
0
1
)

一
月
二
十
九
日
、
中
央
交
差
点
で
行

わ
れ
た
「脱
ス
パ
イ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

[11 ]広報うえだ 63.2.16



健康メモ

大
切
な

「
だ
液
L

の
働
き

A 

早
食
い
は
禁
物

歯
が
出
は
じ
め
る
こ
ろ
か
ら
の
赤

ち
ゃ
ん
が
出
す
よ
だ
れ
。
梅
干
し
や

お
い
し
い
ご
ち
そ
う
を
前
に
す
る
と

出
て
く
る
つ
ば
。
よ
だ
れ
と
か
つ
ば

と
か
呼
び
名
の
あ
る
だ
液
に
つ
い
て

今
回
は
お
話
し
し
ま
す
。

だ
液
は
、
ほ
ほ
の
内
側
や
舌
の
下

に
出
て
く
る
三
つ
の
大
き
な
だ
液
せ

ん
(
耳
下
せ
ん
・
顎
下
せ
ん
・
舌
下

せ
ん
)
か
ら
出
て
く
る
液
体
で
、
そ

の
九
九
%
が
水
分
で
す
。

だ
液
の
働
き

①
食
物
の
消
化
を
助
け
る
。

②
か
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
物
と
よ

く
混
じ
っ
て
、
食
物
を
の
み
こ
み
や

す
く
す
る
。

③
口
の
中
の
食
べ
か
す
を
洗
い
流
す
。

④
口
の
中
に
入
る
酸
や
塩
分
を
薄
め
、

胃
の
負
担
を
や
わ
ら
げ
る
。

⑤
味
覚
を
感
じ
、
胃
液
の
分
泌
を
促

す。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
耳
下
せ
ん

か
ら
出
る
だ
液
せ
ん
ホ
ル
モ
ン
は
、

骨
や
歯
な
ど
の
代
謝
と
密
接
な
関
係

が
あ
り
ま
す
。

だ
液
と
口
臭

口
臭
の
原
因
に
は
、
歯
の
病
気

鼻
や
の
ど
、
あ
る
い
は
胃
や
肺
の
病

気
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
多
い
の
が
食
べ
か
す
が
腐

っ
て
お
き
る
も
の
で
、
口
臭
の
八

O

%
は
、
こ
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
川
の
流
れ
と
同
じ
で
、
だ
液
が
た

え
ず
口
の
中
を
流
れ
て
い
る
限
り
、

自
然
に
浄
化
作
用
が
働
い
て
、
細
菌

な
ど
が
増
え
る
の
を
く
い
止
め
て
い

ま
す
。
で
も
、
こ
れ
が
何
か
の
原
因

で
停
滞
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
細
菌

の
動
き
が
活
発
に
な

っ
て
、
食
べ
か

す
な
ど
が
分
解
し
て
、
悪
臭
を
出
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
口
臭
を
防
ぐ
た
め

に
、
食
後
歯
を
み
が
い
た
り
、
、
つ
が

い
を
す
る
習
慣
を
つ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
だ
液
の
流
れ
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
も
、
で
き

る
だ
け
お
茶
を
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
も
口
臭

防
止
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

か
む
こ
と
の
大
切
さ

食
物
を
よ
く
か
み
、
だ
液
と
よ
く

混
ぜ
あ
わ
せ
て
か
ら
の
み
こ
む
よ
う

に
す
る
と
、
消
化
も
よ
く
な
り
胃
も

楽
に
な
り
ま
す
。

早
食
い
の
人
は
、
か
な
り
の
量
を

と
っ
て
も
満
足
で
き
ず
、
つ
い
食
べ

に
な
り
ま
し
た
。
業
界
で
は
、
公
正

取
引
委
員
会
の
指
導
で
自
主
規
制
を

し
て
、
実
際
に
子
造
り
さ
れ
て
い
る

製
品
だ
け
「
子
造
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
」

と
表
示
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ゅ
う

②
最
近
、
「
に
ん
じ
ん
焼
酎
」
が
出

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
焼
酎
に

に
ん
じ
ん
に
似
た
香
料
を
つ
け
た
も

の
で
、
に
ん
じ
ん
か
ら
作
っ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
「
焼
酎

乙
類
の
表
示
に
関
す
る
公
正
競
争
規

約
」
で
は
、
商
品
名
の
そ
ば
に
、
に

ん
じ
ん
の
原
材
料
の
使
用
比
率
を
明

記
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

広報うえだ 63.2. 16 [12] 

公
正
マ
ー
ク
で

商
ロ
∞
を
選
ぶ
基
準
に

私
た
ち
が
買
い
物
を
す
る
と
き
は
、

広
告
や
商
品
の
包
装
に
書
か
れ
た
表

示
な
ど
を
目
安
に
商
品
を
選
ぴ
ま
す

が
、
中
に
は
消
費
者
に
誤
解
を
起
こ

さ
せ
る
よ
う
な
表
示
が
あ
り
ま
す
。

業
界
に
は
、
誤
解
を
起
こ
さ
せ
る

よ
う
な
表
示
を
な
く
す
た
め
、
形
や

色
は
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
公

正
マ
ー
ク
」
を
表
示
す
る
こ
と
を
決

め
た
公
正
競
争
規
約
が
あ
り
ま
す
。

規
約
は
、
業
者
が
公
正
取
引
委
員
会

の
認
定
を
受
け
て
、
自
主
的
に
設
定

し
た
ル

l
ル
で
す
。

現
在
認
め
ら
れ
て
い
る
公
正
マ
ー

ク
は
、
食
料
品
か
ら
不
動
産
ま
で
、

百
二
十
七
の
業
種
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
買
い
物
を
す
る
時
は
、
必
ず
「
公

正
」
の
文
字
の
入
っ
た
公
正
マ

l
ク

を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

自
主
規
制
を
し
た
例

業
者
が
、
自
主
規
制
を
し
た
例
に

次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
昨
年
、
機
械
で
大
量
生
産
さ
れ

た
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
「
手
造
り
」
と
表

不
し
て
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題

公
正
マ

l
ク
の
具
体
例

公
正
マ

l
ク
は
、
消
費
者
が
商
品

を
買
う
場
合
、
誤
解
を
せ
ず
に
正
し

く
商
品
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

V
規
約
の
あ
る
商
品
は
、
食
料
品

を
中
心
に
酒
類
、
化
粧
品
類
、
電
気

製
品
な
ど
で
、
大
部
分
に
「
公
正
マ

ー
ク
」
が
つ
い
て
い
る
の
で
確
か
め

ま
し
ょ
う
。
生
め
ん
類
を
例
に
と
る

と
(
次
ぺ

l
ジ
の
カ
ッ
ト
参
照
)
、
包



す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の

で
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
習
慣
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
ゆ
乃
く
り
か
む
と
、

少
な
い
量
で
も
満
足
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

よ
く
か
ん
で
食
物
と
だ
液
と
を
混

ぜ
る
と
胃
が
ん
の
予
防
に
も
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け

一
口
を
三
十
回
以
上
は
か
む
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

か
む
こ
と
は
、
小
さ
な
子
ど
も
の

あ
ご
の
発
育
に
も
と
て
も
重
要
で
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
だ
液
の
こ

と
、
か
む
こ
と
の
大
切
さ
を
も
う

一

度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線
2
9
1
・
2
9
0
)

上
岡
市
条
例
改
正
請
求
の
公
表
に
つ
い
て

. 
5 

昭
和
六
十
三
年
二
月
四
日
付
、
地

方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
上
田
市
立
小
学
校
設
置
条

例
の

一
部
改
正
を
求
め
る
上
田
市
条

例
改
正
請
求
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
二
月
六
日
、
こ
の

請
求
を
受
理
し
ま
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
施
行
令
第
九
十
八
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
り
、
上
田
市
条
例
改
正

請
求
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
請

求
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す。一
、
上
田
市
条
例
改
正
請
求
代
表
者

の
住
所
及
び
氏
名

上
田
市
大
字
上
室
賀

一
O
二
三
番
地

甲

田

孝

上
田
市
大
字
上
室
賀
二
三
五

一
番
地

荒

井

慶

親

上
田
市
大
字
下
室
賀

二
七
八
番
地
一

永

井

健

一

ニ
、
請
求
の
要
旨(
原
文
の
ま
ま
掲
載
)

六
月
定
例
議
会
に
教
育
委
員
会
よ

り
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
た
室
賀
小
学

校
と
小
泉
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
川

西
小
学
校
設
置
条
例
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
は
、
適
正
規
模
校
で
無
い
と

「
教
育
効
果
が
あ
が
ら
な
い
」
の

一

点
張
り
で
あ
る
が
、
私
達
は
色
々
な

視
点
か
ら
研
究
し
た
結
果
、
小
規
模

校
で
も
平
等
な
指
導
と
き
め
細
か
な

学
習
に
よ
り
、
今
日
も
っ
と
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
落
ち
こ
ぼ
れ
が
無
く

な
り
、
全
校
に
目
が
届
き
、
い
じ
め

や
非
行
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
地

域
と
の
連
携
を
密
に
し
て
地
域
性
を

生
か
し
た
教
育
が
出
来
る
。
通
学
上

の
観
点
か
ら
も
小
学
校
は
、
徒
歩
通

学
の
出
来
る
範
囲
に
あ
る
の
が
最
も

大
切
な
原
別
で
あ
り
、
パ
ス
通
学
を

考
え
た
場
合
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
が

あ
る
。
ま
た
室
賀
地
区
全
般
を
考
え

た
場
合
、
小
学
校
の
廃
校
は
室
賀
地

区
の
過
疎
化
を

一
層
進
め
る
事
に
な

る
。
私
達
は
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら

小
学
校
は
住
民
の
最
も
大
切
な
よ
り

所
で
あ
る
、
と
位
置
付
け
今
日
ま
で

教
育
委
員
会
と
話
し
合
い
を
続
け
て

来
ま
し
た
。

一
、
川
西
村
が
上
田
市
と
合
併
時
に

交
わ
し
た
協
定
書
の
中
に
、

「
現

行
通
学
区
域
を
も
っ
て
、
そ
の
通

学
区
と
す
る
。
現
学
校
存
置
を
図

る
た
め
人
口
増
加
に
つ
い
て
、
総

装
袋
に
①
品
名
(
種
類
別
名
称
)
②

な
ま
・
ゆ
で
・
む
し
・
油
揚
げ
・
半

な
ま
で
あ
る
旨
③
原
材
料
④
添
加
物

⑤
製
造
月
日
⑥
内
容
量
⑦
保
存
方
法

⑧
事
業
者
の
名
称
と
住
所
ー
ー
ー
の
表

示
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

V
商
品
に
よ
っ
て
は
、

「公
正
マ

ー

ク
」
が
品
物
に
表
示
さ
れ
ず
に
、
庖
頭

に
つ
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

合
的
見
地
に
た
ち
施
策
を
講
ず
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
は

今
日
ま
で
何
の
努
力
も
せ
ず
小
学

校
を
廃
校
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

二
、
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
五
日
上

室
賀
地
区
総
会
の
場
で
、
教
育
委

員
会
は

「学
校
問
題
は
大
変
重
要

な
問
題
な
の
で
、

一
つ
の
自
治
会

が
反
対
で
も
統
合
は
し
ま
せ
ん
」

と
発
言
し
て
い
る
。

三
、
昭
和
六
十
年
十

一
月
六
日
、
上

室
賀
区
民
の
九
十
五
%
に
あ
た
る

六
百
五
十
八
名
の
反
対
署
名
を
教

育
委
員
会
は
受
取
り
な
が
ら
、
市

議
会
議
員
、
県
教
育
委
員
会
に
対

し
、
反
対
者
は
上
室
賀
の

一
部
の

人
だ
け
と
報
告
す
る
。

四
、
教
育
委
員
会
は
、
「
室
賀
小
学

校
統
廃
合
問
題
と
、
六
中
建
設
は

切
り
離
し
て
考
え
る
」
と
発
言
し

て
お
き
な
が
ら
、
事
実
は
「
六
中

建
設
は
室
賀
小
学
校
統
廃
合
の
同

生めん類の公正マーク

対象品物は、うどん、そば、

中華めん、生マカロニ類、生

スパゲティ類などです。

意
な
い
と
国
庫
補
助
金
の
申
請
が

で
き
な
い
」
の
に
、
区
民
の
同
意

を
得
ず
議
会
に
条
例
改
正
を
強
引

に
提
出
す
る
。

五
、
文
部
省
の
通
達
の
中
に
も

「学

校
統
合
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、

学
校
の
持
つ
地
域
的
意
義
等
を
十

分
考
え
る
こ
と
。
ま
た
、
学
校
規

模
を
重
視
す
る
余
り
無
理
な
統
合

を
し
て
、
地
域
住
民
等
の
聞
に
紛

争
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
知
く
地
域
住
民
と
数
々
の

約
束
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
強
引
に

小
学
校
設
置
条
例
の
改
正
を
提
案
し

可
決
し
た
行
為
に
、
私
達
は
、
上
田

市
と
教
育
委
員
会
に
対
し
不
信
感
と

怒
り
で
一
杯
で
す
。
私
達
は
地
方
自

治
法
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
永

野
上
田
市
長
に
対
し
上
田
市
立
小
学

校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
の
直
接
請

求
を
致
し
ま
す
。

[13]広報うえだ 63.2.16

司，



-

豆まきだ、元気に歩け
節分の 2月 3日、北向観音では豆まきが行

われ、善男善女でにぎわいました。この日は

粉雪が舞い、節分ムード一色。豆まきの前の

「お練りJでは、地区の子どもたちゃ年男な
どが赤、青、黒の鬼を先頭に、温泉街を練り

歩きました(写真上)。

これに先立って、 JR上田駅構内でみこし
[jつみ

のグループ「上田睦」の皆さんらが、七福神

にふんして豆まきを行いました。(写真左)。

'--

* 
手つきも鮮やかに

ふたば保育園で1月29日、「こままわし

会」があり、年少組から年長組までの園

児全員が各クラスごとにホこまいをまわ

しました。園児たちは、手つきも鮮やか

に日ごろ練習した成果を披露しました。

4
月
1
日
か
ら

広報うえだ‘63.2. 16 [14] 

違
法
駐
車
は

レ
ッ
カ

i
移
動
に

吉晴話番長選良事筆頭良薬奨操業講義援長旅議長議員総事義援色濃操業操業襲撃幾渓

上
田
警
察
署
で
は
、
四
月
か
ら
違

法
駐
車
し
て
い
る
車
両
を
レ
ッ
カ
ー

車
で
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
違
法
車
両
が
安
全
通
行
を

妨
げ
、
交
通
事
故
の
発
生
原
因
と
も

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

レ
ッ
カ
ー
車
で
移
動
さ
れ
る
と
、

駐
車
違
反
の
反
則
金
、
レ
ッ
カ

l
料、

保
管
料
(
実
費
)
合
わ
せ
て
二
万
円
以

上
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。
駐
車
す
る
と
き
は
、
駐
車
違

反
に
な
ら
な
い
場
所
へ
駐
車
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
上
回
警
察
署
交
通

課
(
宮
⑫
3
5
6
5
)

上
田
創
造
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

「
三
、
ひ
き
の
子
ぶ
だ
」
公
演

マ
と
き

第

一
回
l
三
月
二
十
六

日
出
午
後
三
時
、
第
二
回
l
同
二
十



⑭ 転入者に聞く

ん

)

さ
内

み
美
院

れ
光
歳

E
R
5
 

E
U
F
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上

(

文太さん信方の墓参り

NHKの大河ドラマ「武田信玄」で板

垣信方役を演じている俳優の菅原文太 さ

ん (54)が 2月 4日朝、 下之条にある Y言

方の墓、をお参りしました。この冬一番

の冷え込みにもかかわらず、 墓の周辺に

は約100人のファンが詰めかけました。

道
路
、
下
水
道
の
整
備
に
期
待

上
原
さ
ん
は
、
昨
年
二
月
東
京
都

大
田
区
か
ら
、
生
ま
れ
故
郷
の
上
田

市
へ
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
で
の

生
活
は
約
四
十
年
。
温
泉
が
あ
っ
て

住
み
や
す
い
上
回
で
老
後
を
暮
ら
す

決
心
を
し
た
そ
う
で
す
。
家
族
は
、

奥
さ
ん
と
二
人
で
す
。

|
|
上
田
市
の
印
象
に
つ
い
て
。

昭
和
十
二
年
に
上
京
し
、
そ
の
間

た
び
た
び
上
回
へ
来
て
い
る
せ
い
か
、

そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
た
感
じ
は
受
け
て

い
ま
せ
ん
。
上
田
橋
や
古
舟
橋
が
新

設
さ
れ
た
り
、
原
町
通
り
が
広
く
な

っ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
旧

市
内
は
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
、
合
同
庁
舎

の
屋
上
か
ら
市
街
地
を
見
た
と
き
、

意
外
に
上
田
が
狭
く
て
び
っ
く
り
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

|
|
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

人
情
味
の
あ
る
土
地
柄
で
す
し
、

環
境
的
に
も
住
み
や
す
い
点
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
他
県
と
比

較
し
て
、
道
路
の
狭
い
の
が
目
立
ち

滋
グdF
 

W
F
 

w
m
 
w
m
 
w
m
 
w燃灘縦沢潔灘灘灘wm 

wグwm 
w旅灘灘灘灘灘灘灘離が灘圃料

ま
す
ね
。
昔
よ
り
は
よ
く
な
っ
て

緩

い
ま
す
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
狭
く

紛

な
っ
た
り
、
広
く
な
っ
た
り
し
て

鰍

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

機

下
水
道
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
こ

灘wm 

と
も
:
・
。

新

市
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

料

道
路
が
よ
く
な
い
と
町
が
発
展

嚇

し
な
い
、
と
言
わ
れ
ま
す
。
商
底

灘

街
の
建
て
物
を
高
層
に
し
て
、
道

料

路
を
広
く
し
た
り
、
駐
車
場
の
ス

糊

ぺ
l
ス
を
取
る
こ
と
も
必
要
だ
と

新

思
い
ま
す
。
上
田
は
、
こ
れ
と
い

￥

っ
た
か
目
玉
。
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ww

観
光
面
で
も
、
特
産
品
で
も
何
か

機

グ
一
つ
。
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

材旅

さあ気合いを入れて

第一回市民の森学童スケート大会が 1

月30日、同スケート場で開催されました。

学年ごとにスピードリンク一周の記録を

競うもので、 子 どもたちの表情は真剣そ

のもの。上田市、 東部町、 真田町の小学

生 (4-6年)が参加しました。

七
日
間
午
前
十
時
、

第
三
回
1
同
二

十
七
日
同
午
後
二
時

マ

と

こ

ろ

創
造
館
文
化
ホ

l
ル

マ

内

容

人

形
劇
「
三
ぴ
き
の
子
ぶ
た

」

マ

定

員

各
回
と
も
五
百
人

マ

料

金

フ
ァ
ミ
リ
ー
券
九
百
円
(
親
子
三
人

ま
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
)
マ
申
し
込

み

三
月

一
日
か
ら
電
話
で
同
館
(
岱

⑫
1
1
1
1
)

へ。

入
場
整
理
券
を

お
送
り
し
ま
す
。

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
匿
名

一
万
七
千
百
三
十
六
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名

三
千
円
、
手
作
り
壁
か
け

五
個
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
、
お

年
寄
り
・
身
体
障
害
者
ヘ

マ
長
野
県
連
合
青
果
樹
様
み
か
ん

五
十
ケ

l
ス
社
会
福
祉
施
設
へ

マ
真
田
町
青
年
団
様
も
ち
米
十
五

、
大
根
五
十

一
キ
ロ
な
ど
報
恩
寮
へ

マ
渡
辺
守
隆
様
(
岩
清
水
)
も
ち
米

三
十
キ
ロ
報
恩
寮
へ

マ
伴
場
湊
次
様
(
千
葉
県
船
橋
市
)

二
十
七
万
五
百
八
十
八
円
社
会
福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
伴
場
酉
男
様
(
神
奈
川
県
高
座
郡

寒
川
町
)

二
十
七
万
五
百
八
十
八
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

日日広報うえだ 63.2.16



市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧
は

4
月
に
延
期

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
な
ど
に

課
税
す
る
固
定
資
産
の
価
格
を
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十

日
ま
で
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
は
基
準
年
度
の
た

め
評
価
替
え
な
ど
が
あ
り
、
四
月
に

延
期
す
る
予
定
で
す
。

期
日
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第

「
広
報
う
え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

消
費
者
と
共
に
語
る

「
食
昂
衛
生
の
集
い
」
に

ご
参
加
を

市
、
上
小
食
品
衛
生
協
会
、
上
田

保
健
所
な
ど
で
は
、
食
品
衛
生
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

二
月
二
十
四
日
附
午
後

一
時
か
ら
四
時
マ
と
ニ
ろ
市
文

化
セ
ン
タ
ー
(
材
木
町
二
マ
内
容

体
験
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ふ
る

さ
と
料
理
展
示
、
上
小
地
区
の
特
一
産
・

物
産
品
の
展
示
即
売
(
売
上
金
は
福

祉
事
業
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
)
、
試
飲
コ

ー
ナ
ー
※
料
理
展
示
、
展
示
即
売
、

試
飲
コ
ー
ナ
ー
は
正
午
か
ら
で
す
。

マ
そ
の
他
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、

車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮

慮
く
だ
さ
い
0

・
問
い
合
わ
せ
保

健
予
防
課
(
内
線
2
8
8
)

上
田
市
育
英
会

閃
・
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

マ

資

格

①

昭

和

六

十

三
年
四
月

か
ら
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
人
②
昭

和
六
十
三
年
四
月
現
在
、
高
等
学
校

に
在
学
し
て
い
る
生
徒
③
四
月

一
日

現
在
、
市
内
に
六
か
月
以
上
居
住
す

る
世
帯
の
人
④
本
会
以
外
の
育
英
会

な
ど
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人

マ
申
込
方
法
在
学
し
て
い
る
中
学

校
、
高
等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相

談
し
て
、
教
育
委
員
会
庶
務
課
(
内

線
5
4
5
)

へ
お
申
し
込
み
を
。

マ
申
込
期
限

三
月
二
十
五
日
働

マ

決

定

育

英

会

の

評

議

員
会
で

決
定
し
ま
す
。

戦
没
者
の
遺
族
の
方
々
へ

特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
て
い
ま
す

国
で
は
、
戦
後
四
十
余
年
が
経
過

し
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
に
、
改
め
て

弔
慰
の
誠
を
表
す
た
め
に
特
別
弔
慰

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
者
満
州
事
変
開
始
(
昭
和

六
年
九
月
十
八
日
)
以
降
の
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
以
内
の
遺
族
で
、
昭

和
六
十
年
四
月

一
日
現
在
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取

っ

て
い
な
い

一
定
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
人
。

マ

時

効

六

月

十

三
日
で
時
効
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

請
求
に
必
要
な
書

類
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

(
内
線

3
7
8
)
へ。

社
会
課

涯百第

な唇自
ゼつ
え性
る老
~人

去を
，.6.. 
2:i: 

マ
と
き

二
月
二
十
六
日
働
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十

分

マ

と
ニ
ろ
上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
市

役
所
南
庁
舎
二
階
)
マ
内
容
個
別

相
談
(
相
談
担
当
者
は
国
立
小
諸
療

養
所
の
精
神
科
医
師
な
ど
て
痴
ほ
う

性
老
人
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

マ
申
込
方
法

二
月
二
十
四
日
附
ま

で
に
保
健
予
防
課
(
内
線
2
9
1
)

ヘ
マ
そ
の
他
当
日
介
護
を
か
わ

っ
て
く
だ
さ
る
方
が
い
な
い
場
合
は

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
伺
い
ま
す
の

で、

二
月
二
十
三
日

ωま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

仙
の
相
談
に
お
出
か
け
を

精
神
障
害
者
上
小
地
域
家
族
会
で

は
、
心
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

三
月
四
日
働
午
後

一
時

三
十

分

か

ら

四

時

マ

と

ニ

ろ

福

祉
会
館
(
大
手
一
二
マ
相
談
担
当

国
立
小
諸
療
養
所
木
田
富
士
雄
医
師

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

2
9
1
)

広報うえだ、 63.2.16 [16] 

今月の納税
固定資産税

(都市計画税)

国民健康保険税

納期限は2月29日(月)です。

第4期

第8期

よろしくお願いします。

-収税課(内線241)

①農地問題相談 じ〉とき・・・ 3月 1日(刈午前 8時

30分から午後5時 bところー-農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき・・・

3月11日(金)・ 25日(針いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 [>ところ・・・本庁舎 3階 [>予約

先…生活環境課(内線303)

③土地・建物の法律相談 bとき...3月10日(木)

午後 1時から 4時 [>ところ・・・西庁舎2階

3月の相談日



保健予防諜

〈内線289)
.3月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康子帳、パスタオル (4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳6か月児)cまた、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちくださし、。

-三種混合予防接種
三種混合予防接種を別表のとおり行います。 2

期の対象者で、まだ2期の接種を受けていない子

どもさんもお受けください。

¥ーノ

(市役所市庁合 21府)

健 =ロム::> 実 施 H 女す 象 jl tし1 

4か月児
、3月1日 62年10月16日-10月31日生

3月23日 62年11月1日-11月15日生

10か月児
3月3日 62年 4月16日-4月30日生

3月24日 62年 5月1日-5月15日生

1歳6か月児
3月2日 61年 8月16日-8月31日生

3月16日 61年 9月1日-9月15日生

歳 j旧し

3月14日 60年 2月1日-2月15日生
3 

3月18日 60年 2月16日-2月28日生

上田市保健センター

塩田母子健康センター(駈HI地以)

62年10月16日-11月15日生

62年4月16日-5月15日生

61年 7月16日-9月15日生

(jlllfliJ也氏)川西社会福祉センター

dコEb、 場 名 書? 文サ 象 地 区

上田市保健センター
月4 3 東音fi ・塩尻地区

(市役所南庁舎2階)

J野が丘公民館 (金日) 神科・ 豊 殿地区

上聞可i保健センター

月8 3 
中央・北部地区

(市役所前庁舎2階)

和jl川地区公民館 t~1 )11 地 区

川辺町会館
b日k) 
川辺・泉 al地区

i町市保健センター
月9 3 南部・西部地区

(市役所南庁舎2階)

三二世チ町会館 体自) 城 下 地 区

塩田母子健康センター

島高
塩 田 地 区

川西社会福祉センター )11 西 地 区

上岡市保健センター
4/5(火)

東部・南音1;'中央・北部・西音1;

(予備日) 塩尻・神科・神川・豊殿地区

上回(可予i保備健セ日ン)ター 4/8f金)
城下・川辺・泉町・塩田

川西地区

62年度(後期)三種混合予防接種目程表

62年10月16日-11月15日生

62年 4月16日-5月15日生

61年 8月16日-9月15日生
※受付時間は、いずれも午後1時30分から2時30分まで。

※駐車場が混みあいます。車での来庁はご遠慮ください。

ノ

3
月
3
日
は
「耳
の
日
」

補
聴
器
相
談
に
お
出
か
け
を

マ
と
き

三
月
三
日
同
午
前
九
時

三
十
分

l
正
午
と
午
後

一'時
l
三
時

三
十
分
マ
と
こ
ろ
上
田
市
福
祉

会
館
マ
持
ち
物
身
体
障
害
者
手

帳
、
印
鑑
、
筆
記
具
マ
問
い
合
わ

せ
福
祉
課
(
内
線
3
7
3
)

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク

廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
は
あ
早
目
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日

現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ
ク
)

や
小
型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ
ー
、

ガ
ー
デ
ン
な
ど
て
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、

一
年
分
課
税

さ
れ
ま
す
。

廃
車
し
た
り
、
他
人
に
譲
り
渡
し

た
と
き
は
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
手
続
き
一
方
法
〉
①
軽
自
動
車
、

二

輪
の
小
型
自
動
車
な
ど
は
、
長
野
県

自
家
用
自
動
車
協
会
上
小
支
部
(
岱

⑫
0
5
9
5
)
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
②
原
動
機
付
自
転
車
(
バ
イ

ク
)
、
小
型
特
殊
自
動
車
(
ト
ラ
ク
タ

ー
、
ガ
ー
デ
ン
な
ど
)
は
、
市
役
所

市
民
税
課
、
塩
田
・
川
西
の
各
支
所

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
廃
車
の
場

合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
、

名
義
変
更
の
場
合
は
譲
渡
証
明
書
と

印
鑑
を
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

2
3
3
)
 

市
民
税
課
(
内
線

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
L

の
提
出

昭
和
六
十
三
年
度
、
市
関
係
の
建

設
工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、

「建
物
工
事
参
加

資
格
審
査
申
請
」
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。マ
必
要
書
類
①
建
設
工
事
参
加

資
格
審
査
申
請
書
②
市
税
完
納
証
明

書
③
代
表
者
の
身
分
証
明
書
④
経
営

事
項
審
査
申
請
書
の
写
し
⑤
委
任
状

ま
た
は
社
内
規
則
⑥
建
設
業
退
職
金

共
済
組
合
加
入
証
明
書
(
加
入
者
に

限
る
)
マ
提
出
期
間

三
月

一
日

ω

か
ら
同
三
十

一
日
嗣
ま
で
マ
提
出

先
管
理
課
(
内
線
3
4
3
)
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計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
調
査
に

よ
り
得
ら
れ
た
各
種
デ

l
タ
や
意
見
、

苦
情
な
ど
を
今
後
の
計
量
行
政
に
以

映
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
六
十
三
年
度

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
資
格
食
料
品
関
係
の
販
売

業
を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
の

主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。

①
一
昼
一
聞
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
し
て
い
な
い
人

マ
職
務
内
容
指
定
す
る
期
間
内
に

購
入
し
た
商
品
の
目
方
を
量
っ
て
、

日
誌
に
記
入
し
、
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マ
募
集
人
員
十
二
名

マ
応
募
期
限
三
月
三
十
一
日
制

マ
謝
礼
五
千
円
と
記
念
品
(
検

査
用
は
か
り
と
分
銅
)

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お

戸

J

あ

な

た

も

、

ぞ

》

J

J

1

h

ν

ハ
γ

み

/

広

報

モ

ニ

タ

ー

に

ト

M
峨
a
(
J

/
竺
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
あ
い
偲
l
也

市
で
は
、
「
広
報
う
え
だ
」
が
市
民
・
謝
礼
記
念
品
を
贈
呈

の
皆
さ
ん
に
よ
り
親
し
ま
れ
、
よ
り
・
職
務
内
容
①
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

読
ま
れ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
の
出
席
(
年
六
回
の
予
定
)
一
②
ア
ン

次
に
よ
り
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ン
ケ

l
卜
へ
の
協
力
な
ど

ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
-
応
募
方
法
は
が
き
に
住
所
、
氏

広
報
に
対
す
る
意
見
や
提
案
な
ど
を
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
職
業
、

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
市
民
参
加
の
紙
電
話
番
サ
を
書
い
て
三
月
十
二
H

面
づ
く
り
の

一
端
を
担
っ
て
い
た
だ
ま
で
に
秘
書
課
(
干
3
8
6

上

き

ま

す

。

山

市

大

子

一

十

一
ー
ー
十
六
)
へ
0

・
応
募
資
格

二
十
歳
以
上
の
市
内
※
な
お
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は

在

住

者

(

公

務

員

を

除

く

)

抽

選

と

し

ま

す

。

-
募
集
人
員

一
般
公
募
十
人
程
度
マ
問
い
合
わ
せ
秘
書
採

・

任

期

昭

和

六

十

四

年

三
月
三

0
5
)

十

一
日
ま
で

川
陣
欝
F
L
尉一う幽・・・・・・
圃

(
内
線

2

、u

書
き
の
う
え
『
一
T
3
8
6

市
内
大

手
一

l
十
一
ー
ー
十
六
上
田
市
役
所

商
工
課
商
工
振
興
係
』
へ

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
課
(
内
線
6

0
3
)
 寄ぢ:

付タ?
¥，/ノ f、
てつづ
妥を f
さ
い

昨
年
の
春
発
生
し
た
大
規
模
林
野

火
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
山
林
内
に

簡
易
防
火
水
槽
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ご
家
庭
で
い
ら
な
く
な

っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
(
十

μ
、
二
十

μ)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
寄
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
受
付
場
所
〉
中
央
消
防
署
、
南
部

消
防
署
、
川
西
分
署
、
東
北
分
署

・
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
課

(
宮
⑫
2
5
0
1
内
線
2
0
5
)

電
話
加
入
権
の

公
売
を
し
ま
す

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
上

削
電
報
電
話
局
骨
内
の
電
話
加
入
椛

の
公
売
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

マ

と

き

二
月
二
十
五
日
側
、
入

札
時
間
は
午
前
十
時
か
ら
十
時
十
五

分
ま
で
(
説
明
は
午
前
九
時
四
十
五

分
か
ら
行
い
ま
す
)

マ
と
二
ろ
市
役
所
南
庁
舎
五
附

マ

方

法

競

争

入

札

マ

台

数

当

日

決

定

マ
公
告
場
所
市
役
所
、
豊
殿
・
塩

凹
・
川
西
の
各
支
所
、
上
回
税
務
署
、

上
小
地
方
事
務
所

マ
入
札
参
加
者
印
鑑
を
お
持
ち
に

な
り
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代

理
人
の
場
合
は
、
必
ず
本
人
自
筆
の

委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他
公
売
当
日
ま
で
に
滞
納

者
が
市
税
な
ど
を
完
納
し
た
場
合
に

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
収
税
課

4
3
)
 

(
内
線
2

訪
問
販
売
な
ど

被
害
防
立
の
た
め
の

消
費
生
活
講
座

マ
と
き

二
月
二
十
四
日
附
午
後

七
時
か
ら
九
時
マ
と
こ
ろ
中
央

公

民

館

マ

テ

l
マ
訪
問
販
売
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
マ

講
師
土
屋
準
弁
護
士
マ
そ
の
他

受
講
料
は
無
料
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
)

一一
月

一
H
H
V
の
広
報
で
、
同
講
座

の
場
所
が
塩
町
公
民
館
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
前
記
の
と
お
り
中
央
公

民
館
に
変
更
し
ま
す
。

不
用
品
登
録
情
報
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-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
電
気
ス
ト
ー
ブ

二
千
円

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

二
万
円

マ
編
み
機
(
大
型
)
五
千
円

マ
幼
児
用
お
く
る
み
五
百
円

マ
磁
気
マ
ッ

ト

二
千
五
百
円

マ
バ
イ
ク
(
九

O
ω)
一
万
八
千
円

マ
バ
イ
ク
(
五

O
∞
)

三
千
円

マ
ジ

ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

三
千
円

マ
電
気
ご
た
つ

二
千
円

マ
灯
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー

二
千
円

マ
オ
ル
ガ
ン
無
料

マ
一ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
(
二
五
・
五

側
)
無
料

マ
ス
キ

l
・
ス
ト
ッ
ク
(
大
人
)

無
料

-
ゆ
ず
っ
て
く
だ

8
い

マ
ベ
ビ

l
か

ご

マ

ベ

ビ

l
ダ
ン
ス

マ
礼
母
車
マ
都
市
ガ
ス
用
コ
ン
ロ

マ
冷
蔵
庫
マ
本
だ
な
マ
製
図
板

マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
マ
食
器
だ
な

マ
物
置
(
一
坪
)
マ
電
動
ミ
シ
ン

マ
洗
濯
機
マ
一
輪
車
マ
犬
小
屋

マ
整
理
ダ
ン
ス
マ
弓
道
用
具

一
式

マ
和
ダ
ン
ス
マ
子
ど
も
用
ス
キ
ー

マ
自
転
車
(
婦
人
用
・
子
ど
も
用
)

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
)
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